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【歴史&宗教 No034】 「神・仏・キ」を寿ぐうた
、、

 

 

 

１．私から見た「神・仏・キ」を 寿
ことほ

ぐ代表的な歌 

次の３曲とも物悲しさの中に何か希望を持たせるような不思議な曲調を感じ大好きです。また、積極

的な面から捉えて、神様、仏様、キリスト様のそれぞれの崇高な教えを寿ぐという意図を込めて歌って

います。私が死んだ時に家族から歌って貰いたい歌－－実際は歌えない？です。 

 

（１）神様を寿ぐ拝詞（図－１） 

神道（神社）に係るものを代表して貰い、神仏習合の権現を祀る修験道の山である（あった）出羽三

山の大神を寿ぐ三山
みつやま

拝
はい

詞
じ

をリストに上げます。同三山のある神職が歌ったのを、私の菩提寺は石
しゃく

行寺
ぎょうじ

の

佐藤住職から五線譜に落として貰い、私が訂正したものです。ただし、人によって節の付け方が微妙に

違うことから正確であるとは言い難く、節のイメージです。 

 

（２）仏様を寿ぐ和算（図－２） 

仏教に係るものを代表して貰い、「来迎会
らいごうえ

」をリストに上げます。吾が家菩提寺の石 行 寺
しゃくぎょうじ

で習った和

讃（叡山
えいざん

流）の１曲です。そもそもの由来は阿弥陀信仰に基づく法会、阿弥陀仏･菩薩が迎えに来て，

極楽浄土に引きとる様を儀式化した法会を言い、迎講
むかえこう

、迎接会
ごしょうえ

、とも俗称します。 

 

（３）キリストを寿ぐ讃美歌（図－３） 

ウィキペディア（ネットフリー百科事典）によれば、「讃美歌」320 番、「讃美歌 21」では 434,435

番、「聖歌」260 番、「聖歌 (総合版)」238 番、「教会讃美歌」471 番という対応にあるようです。 

1912 年、豪華客船タイタニック号が沈没する際、沈みゆく船上で同船のバンドメンバー（沈没で全員

犠牲になる）が演奏したという、「主よ、みもとに」の曲をリストに上げます。キリスト教の葬儀に参列

したことはないが、経験者によるとこの曲を合唱したということです。 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E6%AD%8C_(%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A6%8F%E9%9F%B3%E9%80%A3%E7%9B%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%81%96%E6%AD%8C_(%E7%B7%8F%E5%90%88%E7%89%88)
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%95%99%E4%BC%9A%E8%AE%83%E7%BE%8E%E6%AD%8C&action=edit&redlink=1
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図－3 
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２．私の短歌 

 

格別の偉さ尊
とうと

さ分らぬが ただ手を合わせ頭
こうべ

が垂れる 

  （前記、西行の和歌から連想したもの） 

 

大道の芯(心)に打ち込む神
し

(心
ん

) 柱
ばしら

 仏が土台に不壊
ふ え

の金剛 

  （人生において固い正念――娑婆で言われる『信念』ではない
N o n

――を持ち続ければ、仏心も

育まれ、艱難辛苦があろうとも、簡単に 壊れはしないしっかりした人生となるだろう。） 

 

神仏の有りや否やを疑うは それはすなわち天に唾する 

  （神仏に向き合って拝む時、その意味とかご利益の有無を意識したのでは、現実的な見返り

を求めるようになる、それでは弊害が生ずるというもの、ただ無心がいいのだ） 

 

誕生時原野に建てた小社稷
しゃしょく

 建替え興し黄金
おうごん

伽藍
が ら ん

 

  （生まれた時は、知識も心もなかった、極ちっぽけで見向きもされない路傍の神
かみ

祠
ほこら

みたいで

あったが、人生の喜怒哀楽・悲喜交々を潜って、この年になって、今は、少しはより益
ま

し

になったではないか。） 

 

 

３．逝く時の美しい言葉 

 

 その１；良寛（江戸時代後期の曹洞宗の僧侶、歌人）辞世の贈り句 です。 

    『 裏を見せ 表を見せて 散る紅葉 』 

 

 その２；尼僧貞心
ていしん

（良寛の弟子）辞世の和歌です。 

  『 後は人 先は仏に まかせおく おのが心の うちは極楽 』 

 

 その３；妻の知人の名言です。 

『 死に際に、“あれも残した、これも残した”ではなく、“あれもやったこれもやった、しな

かったことは何も無し”と叫びたい。」です、 私も真似たい、死に際は “水をくれ！ 成功

成功大成功”、“感謝感謝大感謝、万歳 ”と叫んでこの世を去り、あの世に逝きたい！もので

す。 

 

４．替え歌 

 

 次頁以降は、「神・仏・キ」に致す思いの創作詩を替え歌にしたものです。 
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（end） 
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